
二 一一≡~ ニー二幸 重 美 重 吉号室

本科餅の中心となった京都大学高等教育研究開発推進センターでは,且995年より公開

実験授業を毎年開催 している｡

当初の 6年間はタ センターの教員が中心となって担当していたが, その後,各学部の教

員にも呼びかけ, 授業を公開授業として提供してもらうシステムを作り上げた｡本科餅に

おいても, 数回の公開授業とその後の座談会の機会が持たれた｡

ここに掲載 されているのは, 平成 且6年度に開催されたもののうち, ｢大学授業座談

会｣としてその様子がまとめられ,Web上に掲載されたものの再録である｡平成 17年度

以降は, 公開授業のプロジェク トは, 特色 GP ｢相互研修型 FD の組織化による教育改

善｣ に引き継がれた｡





華 三三 き --=-__≡章:‡草書章去軍票;i:i;:_芋蔓薫き童蓬-;=･::-{=;--.I:I-

真 幸 三三 童 子 :i;:II---華 -tI==::-il:三 善 章 -二王

準業(･Ej3詳細は こちらF東学授業ネッEr-誓-一･つき｣

喜=::I::重責:T=:-iif-:一三:tI三-: 三 三･羊 i_:.幸三≡ --:ii:-:王 こ:二二室‥貢享;i;I-:I_学祭三重窒三二ご重要妻妾

授業鈴概要

授業麓ポイ:Je巨

犠暖め曹芸

韓義金導見離に<A:_:,いて

メ-;̀ぎ∑･-.;ぎItリ謁ト､澄活薫に､慧経雷

残業鷺澄琵琶わ§!･!薄く静聴かヨゴミ.lsト浩:-乱写で

㊨授業料国名:東学g芸掛子亀撃び時 津 求 更-a) ∈告増 バ 呆 ∋

全学共通科 目 頂-堵回生対象 前期 2単 位 旬200堵毎度 前 期 実 施

㊨授業担当者:滴豊 懐- (京都東学高 等 敏 蘭 研 究 開 発 推 進 奄 S櫓 - 助 教 授 )

fil,千尋鼠ト;な』

¢･儀葉番テ---エー~'S,;'k:至的:
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Jgl南らの学び探求とそっの学習果キ 錘 の 習 得

盟,東学の学び♂も鞄動機頭相

･---て寮東に来冨岡を学ぶのか

- 受け身の学習から主体的な学 び布

田 教養 とは 何か､専 門とは何か

･･･--一 乗学生活 ･コÅ生命なかでの学 業 軸 位 置 肇 糟

用.学 生 主 導 型 数 個 泉 探 求 型 ⑳授業

望】知 の 探 求 鞄 背 後 で 必 要 とされる学 習 品薄 飽 く課 題 をど､う革 等':iJ:-:嵐･7._:_ILf贈るか.､読書､議論 掛 g-ri=,.

籍 ､パ 習 t--･--1･ポ オ ン 拝命 使 転･も粛 なぎ)を鼻に慧けさせ るt,

3､i-LI馳 (､軒 -=-鵬 ,/,4研 く撲 巨:き鞄清岡(教義と学壷全愚'軍議論を共寄軒き｡

串.,摸 業 者 は =-3メ三才本番:管きるだけ腔兎愚｡学生間で時議論酢 蛙.蕎ら敵 ,くモよう工務･ig:i;I.-lsi･-:{:f'!;:-{_,･Ii'P,Tp-,I.::,･･J7..i:l千l-:-.

容----麿 』,宥 参 賂軒るO

5t2004年度前期の授業進行:

(吊 埠/'53渚甘芸シテ-嶺ヨ頴､全体デイ畏力勇{･,恩?JSCぎコ東学到 頭-Fをするのか ?_良

は )埼/..2.◎患回生3名から鈴と./,ポr-斗

(3)卑/2冒 自らの学び探求課題の設定1
ゲ ル --lJプ ロディ呆カッ～>ヨBA(3Å単位)をやザ76みよう

(郎 5/M 学 び 探 求 課 題 鎗設定碧:ダ距IAT1--プt,ディ最知誓..i?"1.,.･･･,･･;:i=3,̂1,･･斗餌 も､,単位∵さ

(5)5/頂8 パ 習.;-璃 tSdf三赤 作 成 で講 習会

(6)5/25 中 間 発 表 州 別1--･r-I--･- 一･.1t太 一当5分発表.b覇鎗質疑･-L----･-.--m--一一

(6-3◎ @ 総 火 1)iTJ語 りとは な に か :'.6,67cB

(ela田 @ 埋 1汗 本 当 に 単 離 '=,,む鴫 の を恩 つ けるた 湧別 こぼj

(0 0 @ 蓋 l)F2瑠世 紀 ◎ 農 業 の あ 邑･pg方 は どん な もの で あ る べ き 紅 _I;

(冒)6/1 中 間 発 表 :

(0 ◎ @ 医 1)F正 し?Wヽ 医 学 部 生 鮮 ∋きあ い 方 一一一ぜ て熟 もう 式 ..間 関 係 を 構 築 す <･べ ･藩 か P,-.一･⊂月

(◎ 0 @ 農 吊 F数 学 的 原 理 による §̀.Bqズ ム (+帯 探 求 .男

(8)6/8 中 間 発 表 :

(◎ ◎ @ 総 <,AJ )F失 敗 学 基 礎 論 j

(◎ 窟 @ 真 夏)F憲 夫 学 生 論 ､Lll一由 由 碍 学 風 は も は や 幻 想 か ･:--I-I.≡

(0 ◎ @ 経 11)F年 番と,慧tt-E介 護 が 叡 要 に な っ た ら ど 朝 一漂 す か :5

- 234 -



giiiiiiiiiiiii

(9 )6/瑠5車間発表:

(◎ ◎@聾詔)『乗学院進学者≡慧齢竃-院生⑳軍沙蟹-臣から-良

E::･･e'.I;･elt@経'S汗東学における学びg3'3品撃職 レ櫨どうあるべ麿か｣

(-帽)6/望星車間発表こ

(◎◎@渡頂)『菅沙デダ撃豊穣昏9番読ゐ習みる』

(e:u363@蓋望)F拾い塵踊まつかり』E7=t苦も太るだけですよj

(◎◎@農竃)『由毅驚きな齢構造』

捌き6/望9休 講

(頂釘ヲ/霞串間発表(学内公開授業):

(◎◎@経確)F漬物から魔た効目蓋野菜冒-鰐彰鼠テ息』

(豊田@教育3)F酒造業界騎乗』芳行宅宋｣

(◎◎@蓋詔)F考鬼籍を考兎る』

(鋸3);pl/.53 車間発寒:

(GS@農道ドslyliu--･事-増加は問題 となる鈴か守一田本@･hjt,東森はどうなる･? -』
(◎◎@霊詔)『教養起研究⑳関係-黒 夢 鵡 磯 憶 e?◎閑 ゼネ曹窃9鼠睦管』

反省会も抄ポ-睦課題提示も懇親会

本 田憶司会を務めさせ習慣啓蒙ずoどうぞ塞』≪お 願 齢 致 』ま ず o

今 日◎論点は次･の11::･点にあるよ部こ思し㌔ます｡

-.E.前半めと≡愚の溝土先生L$3･･･hiS指導､学生と鎗関係 を 曹 っ

竃きた背景臆あるも⑳

豊｡i:itSt;･3-･Tj重き達から始藍ら鴎で義 母シ:#プ 揖 ご:}11-3てきた

学び･:;･･;･漂求tfjsSH漬菜t:i;3.1･変達 に{凱 言等

詔.卒業研究習富まな≪竃授 業 ∈全学薬通観 困/教養観 困)

として 学び碍探求をやることt3'y-':,:･･意 味に?iB"ヒ㌔苛
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寧 亀 計 上 '':-II-:二 ::_.･･::I''-:･-:.... 上 音 三 ∴ ､二 十 二 :-:-㍗ .:-:-'∴ ､音 十 _･: ::-I.一二 音 字 ミ :: ･･ 甘 ノ㍉ :-;:Il--:.':.享 ･::'1.-I..:-･･::: 書-L71;:i'f1.㌢ ∴ ‥I.I_･/ 17:ミ･幸 い 工 ∴ =r章 主:

t､､ 最 こ高 章 :∴ 圭 て~7.I.;;I:･デ ‥､

ll: ･:-T'_:清 一 p - ･言 フ:･;i;-: jjlt.I...; .∴ ∵ 空 了 上 室 長 江 ,L./ ;::I.:I :r-::'-;,.:十 王 木 工 ∴ .--- 圭 '1 .･ ,:+'ll:;f; ∵ さ∴ 予 許 賢 豆 ∴ 二 王 で す 二 七

; ･.･t:.･干 魚 t1--:Ill,:_; ､ 阜 - 辛 _: ㍉ 圭 車 両 恵 ′･∴ L::I-I.∴ p;;rltZ華 薄 ま蔑 巨 こ主 意 !-声 軒 汗 二 車 ●∴ U n,:･::'･T･.J ..'･-::I.㌦ r-- i ∴ ∴ :I :,I:,･･T:_注 華 厳 が 学

斗 首 二::::/ ･-,;-三号 ･二幸 圭 ･工 十 ･.悠 ＼ ･千 村 撃 ･･.I,:-lI'iL: ･,:-㌔ -;:-: :lE･:Ji:L:i:i.::-I-I;I:-I-I.., :畔 :;.::: -:Itき/i-;_:':'I;::..,_ : ;:::::-∴ 室 ､号 ∴ 江 ･̀守 ､字 ･' ,T:, '.I,,I?薄 ≒ ;:i:;: 巨 ~十 ･号 ･

烏 帝 圭 玉 章 .'･:i .''.,r二 立 上 ･:!.._:L: '､t与 軍 室 j,･･!:./ U'童 軽 さ :"=i 三 二 ､ ･･∴ ∴ !･:'t:{.ll.::::,- 辛 -.･こ

整i･:t'･,.:.;, ∴ :I: :I:I:i‥ ∴ 二 軍 工 -;: .-I/::;:-.'-::.I:I:圭 ∴ '‡ 圭 :字 ;:圭 ∴ - _: ;･･:-::.;7I::･･: '':I､;~ ∴ ?.: ;i:::I,ヂ t:I,: l･::･'I,:i-･,'･:-:こ轟 芯 至宝 宝 東 ∴ ∴ 二 計 王 立 ニー: .lj _立 言 二 ､ 二

十 美 I･::.{:I::.Ittii三塁 ≠巨 工 ,, ∴ ギ ;L'r:i･!∴ ~や ∴ -''工 洋 上 い 草 薄 予 :東 予 .i.lI.I:言 ∴ ･･::-I:､ Il{::::'I..{･i: '･. 血 量 二十 <-:･:I.Li_::∴ 豆 十 高 ::L･'':i:., ･･:義 .

I::･'_読 :.:'了 ＼,I:,i::巨 溝 ∵ .( -'T I.∴ ､㍉ ;;,'Ti.I. :日 こ∴ l',I'_露 i:=1-113毒-'.:;.:I..;:: ;:lfl.::::工 十 十 十 ､㌦ 叶 い 二 車 ･::I:I-.r ･､専 十 :-{T'-i:: ･1;=I..::･':::斗 ●二･､ 二年 ど _･3-;:I-:-･Iii.: 中 上 ､

等 質 鮭 正 ./ : :軒 ･､∵:_L _:: :T''V!lTJ:i≡ 単 車 一章 .:I_.∵ 予 言 ∴ ∴ ■∴ 巨 .＼ 華 :_il;i--?.::.嵩 豆 ●'-I,':i:昔 y j 薄 汚 が 箪 恥 ::-1:';:i??''-i./i･;'lP弐 仁 . 寧 寮

射 た 轟 1圭 ..･:lrL:I.:''li:･･: :II:'間 柱 軍 洋 工 -II_A.Il.片 言 ∴ 鳥 二 も ､･宣 宵 圭 :i･㌔ 義 幸 賞 lT;I__7 :I,,i :t･,∵ 事 湖 7 r-i:I:lT--l･声 畢 生 仁 問 鞍 恵 試

i:7_tI:!･恩 蘇 葉 が ;i-rI:i:;宣 言 ∴ ,I_I::･_.i:.!-::席 上 f‥~lh ､圭 一∴ ∴

昔 年 宣 言 十 王 ∴ 豆 了 ∵ .:I:I:71 ;･.I: ､圭 墨 字;-I:-LIpL::'!!5::∴ ~､ ∴ 工 予 悠 宣 長 .:_:I;::､I芋 二 .5::L-妾苧 ●若 菜 芸 道 lsig;.-1真 芯 ;.Tl㌫ 二 三 ::::さ せ 了 茸 辛 壱

葦獣 東 平 ;::-I:I.,Lj 王 寺 無 難 ,';･.･;::.I::=13:_;'.封 隼 十 ･-:I--重 工 -:･:? .i-J 手 工 ∴ 二 十 ヰ ㌻ 隼 肇 賛 ::･･･';I.lt::･主 賢 韓 日 了 て '-1'卓 ii:･∴ 学 業 十 や EFf:-:L:-:rt･

･L:I:..:-:か､∴草葉 ::::.:.韻 登 玉 ∴ 島 二王 畢 :_i:-::-;-I:.慕 -::･t㍉ ∴ 上 旬 -;131=L･,i.1.3瓢 ‡ :;I::{'t::;:l弓 :･.1. 哀 勘 薄 な 学 び 常 溝 を 照 津 す 香 油 等 鎮 子 <E･･gl:i:-LtI･撃,:;-::塗:,

に応 git:?.?て敢 F-::i._こ:_匿･守緑 二百:･̂男 講 諭 し た E:.!･.平 家 よ pf ･:･に P.:,/ llZ二二む き:IJS-IT ;;'l;r軒 亡t

ちなみ に しキ 匡卦 吊 酎 章 二草生正量::'<11'･':;撃 溝 鮮 東 和 幸 簡 素 章 結 三 一- -I: ･t､告 さ ､∵ ~清 燕 賢 蕗 勘 ･来 旨__,■ 封 :'-I_-I;:-･･:::

莱I_at.:故寮竿離執事碇 十 E~'ii東独産業.I,,lI1.7:.工=I,;I---こ芋ti.',･,,ニ烹=i-:･･;=:ふ 揖 東 料 調 達 に 二 汀 も 羊 ,巨 経 済 学 酪 ::'<:trl垣 は 三 上 [=i-r-･&--I;-5--I

茸鳶 を考 え葦汗 ∴葦鰍 き匡吐 It:Jや 豆二ご昌子工工 蒔ように.薄 層 は 梅 太 郎 輿 駄 鞘 頼 二 応 琶二 ℃ 師 .璽 ･･

料 _/tt･貯 王誉斗 二∴辞書釦 :巨㍉二卓yi,:;:LIs:II:,r･I.:.p'iL::.II-::';.1∵:-,::,'.?.'ti豆言告工?.;.i_･,:･･?:::.;i-,げ董言∵字や揮 い 斗 ∵ ま せ ..さ

寮 表̀題 嗣･t{:_I:bL:;i論点ぎ｣謂適 して了三回 E-i=-=ij鼻音 ＼信二:了亨･l-:--:--与 g/.:I.I:首無 二∴藩士先_i･'-=i-I:I._I,::I:i:'3IL-一雪 ぎ芸廟こ葺責鼓された

番でL.,I:.T::う.?･':I;i.I-0,デ･-ノ~ぽ ぎ十 ::-::I.葦準 芋はrT-:_こ下:,r･:-:-滞 工二千十i--I:ご､;:-;3/:I:':::/:::.･sr丁て隼 ∴苧~J､∴-:TJ∵ ∴干草t:I.I-I.･Ip･:･;-17.I:ITtt･手声 早 :lt..iL:'ti~て∴

とを,.,ほぼ亘掛 軍費慎･:･T.了 封 ′漉 二野 望 ..十-_--::1.i-I:-+-f･

音5;.･E:'て-l'::I,A-･'-.;･1-:I-,.--7-㌧五 ･･豆 r∴空言(.･5+:･軍票'.::::f'.:.･･!十 三＼二言宝単二‡:･':･:･I.I-::Et･I.';:.:/'車高.Ill_lI㌍-:7:::I._･:ごこ-･'/:･:}:I-･::i:.､:こ㌍十㌦一･腐 軒 1･･:i'･=車､.

葦IE:.∴:-;･-;.;-::;::l''.言草1'1.ミ∴∴ .､三号!?:_i::=･.:7･工 章子㍉三∵工 手 ･:',:I-I.肯?.iL.I;Llf:;･:,:,:'t-:i:tI･;'-il=ii:'貯 主 揖 -:;..f::;i_:;･-fl;･,i･言 ･.･::::::'il享､鳶 英二さ息掛 L!㍉十II3.,;:::喜I7

本 <lH/:i.iL.;-･膏 予 t,i.I.'_{-I.:･宣告言 .:::'･__:㍗ ~日長 圭 ∴ ∴∴ :I::;;:.-:-'it..宣華二㌍草∵ギ'1-∴~‥~･丁I-'+十 :I:':=∵㍉.:fpl-:ii;ll..:･lI:I-〔十 ･守 .

古 布 ,:,::_A･Tlt･寺畢鳶 軒 字Irl.'=-I_:･･;言二寮二丁二r∴'て丁~~1干上｣.:-:,'''_･･∴∴::･..:､■京十I.:I-I:--:Ill,I:ST'.::ド -:.::--I:I:I::I-,:/,:jj･:.:I.∴圭膏 辛 Ii..S::･'L告 -･:'':::{.
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そご告士軽を享t-I_JてもいIt,I/I-:･･･';/..]だドヤノども､とにかくこ専::讃美忠言〔学で肯 き分ぎ部守を軒･る蓑･かに等

して､-て薄見る壕だとい≡ことを薄さこ紅梅せ る｡またそこで亀デ･･-I(呆カッションにきま､･=事;lhi授業が･≡雪した

デ′二･､六一;,上･シ≡:_i･.:･蔓LF=ま二品とする学生53宝至芸匪な摩業を与すご進む蔦鴬 という､こ.メタメti;忠-ジも込め

ていますce

学長7t-:.':ら::-I.::,Ji.亘巨:･=';.漬菜宝でに亘分霊漬唇とし,::-==j-L::.=1-:;i:,･'憲章えLT=くると:-1p/lLうこと忠もですか .チ

S._運≡;:聖二･CJ'滝真二たとこ二モで言三選ぎょ差分:/:-=与,Si:I3･学?3･ご培栄琵琶を洗流て邑了ゝく過程に葦:i:臆 すよ､と苦

し~､-bi:J;一｡ただ責だ:'=憶Ji=:,道匡L17T::;壌崇から車間発表にs;I::::ていきますL･a::)で､それまでに課題を決

意9-g,て草葉:-=J..移二trごいこよミirこ〉とこ.～.lう喜rLoく･蕎ぎこなEiiE著すOさ=･と決ま-I:B',:7揮芸に移誓P,:::Jtli音量も＼免

震言TI__･Ihかな:･5,て･決まもなしこ窒蔓轟＼レますL_,

学生たち浩了テーマをどうやって農Ti'･け7='.I(?>るt/;:Y:,かな.と患い獣 ,たO窪分が気になってr:'Uも竜三とを展

望惇-'='常葉;=ずる飢 '増摩業ぎょ､業際なかなかに難しi"i./LL･C

ほんとう､そう思います.3

嘩間発車が鑑国賀陽降の連票であIbEますから､学生たちは最後は何か』尉こ決めてはくる鈴で

すo琶一夕か』､場あたiJE的なも晦が少な≪な≪､がっかijする≡とがあります.ただ.3回目､4回目騎3

武･召鯉のダ飽;----･プ巴デギ呆由ッ嶺ヨt,;･では､課題釣決まっでいる太とそうでなguも太とがうまく混ざり合

って､決まiI;･でいな･Li/b･太へGqt3示唆が菅≡で卑えられたquJする三ともよく轟iQdhiまずo≡艶はなかなかい

いと思=Cでみ･でらvaますo

芸の点がうまくいっでいる0-3は､3回 凱 卑回 田までの､教

師が』鴫もに条件設定を』で学生たちをその気にさせでい

るかだと思』もまずO学生たち鎗頭の良し悪』ではなし篭と思

います.

ある学生か ら劉E,,i･;9?W学生eAb命アイデア碍提供と転もう鞄 は､

能 義と』泡雪よりもむし塾､i仙お事柏 と』等う気づきめ静でなさ

竃いるtSqBlではなら¥で』ようか .≡鞄形を学生たちが-塗

貴幸 !Ii-:きず ≧こ__享童:_:I-=主意夏至=_=て;-:ミ三.,し享;_Jこ;::--;:責

､教師が少 しでも指示的にな-3･.て』まうと､無敗ずると恩
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蔓)Qt,ま す ,,

麺 分 ('rJiaデ 171･=:-i:-;ipを 展 望 E;.lj.I-モ嘗 葉 に 漕 替る渡 来 齢 根 源 は 小,草 生 す司丑 の syfyttt::/J･/摩 ラ曽･t:'ttgJ,ヨ:シ才に 巌 竜と思 LF..,.篭ま

ず ｡学 生 際 藍碍 ピ●-:yf-i;コrL-:i'F- I::;_;:-II',_?_,jlE:̂71't習刺 激 を 受 軽㌦学 び ､!?2あ 臥 左が あ ん な 義､到ニ:-:j･･aijhA.て=3,,'閉 篭る｡魚 け ら

甑 な IihM F層 分 も≡三艶 ,よ 剖 飢 ㌔慧た よ,うに 思 bevl･な が ら単 慧'l訊 %"I;鈴 が 掴 ,ヽ覇 ではな畔菅 し ょ事か L.,だ

か ら､sr-=E.濁 授 業 で 貰 衰っぼ ､5匝∃E::3患 哲碍 E~帯準 備 が 教 師 親 _j'-e;う棄≪EJbくか .._.はらはら音量 報 労 だ と思

うゐ 習 す ね O

もと も と 知 ら な か =__3た 学 生 間 恵が集ま･;･.?'貰授業をするとUuう芸I.'患 菅､ポ司 -習訳牌 麿 廃 塵 ;堅,yjdk':か --】弓d{i

≡,.･'}ダ 臣OB異 相 号設 題 垂 れ で 』もま すね ｡先生が授業中に質問朗 もなじも分､.メーー国状11輝 きdT呆巨億 号も の す ご≪

活 発 に 機 能 Pl.{ 賢 い T̀E:､授 業 が 終わ-?:dh,た後も学資たちは学び敵三言-'訊 btlるt,3..先生は了を丸 が あ るか ら

授 業 率 に 嘗 わ な Fi,.)a-(:･監 う な 式 事 :_.<ク;-<-i;.を聴･=dAt℃】いる醇で蔓♂ようか｡

私 怯 ､ 鈷離 :_.が あ る か ら あ ま 5-,:.E･L_,,A:L臣<,,,式ちなiQでLよ､到ニFtlCで駆 る拙 ､蒋よ別蕊....こCF:,?･授業では教師犠riI=j･煎賞.iiS

デ ーて･-IT--争 :血 だ と 恩 -:-:,/'--i:',ni/b･書 す 覇 で .･一号㊥観盛で私は華単量だきれ や ･4一怠らず.t､撃鞍に一一----一賢~哲も多t:LJ畢

Jr環 も せ よ ･-51と し て い ま す L,も 等 と もこミ.もう射 一式.I/雫主べ-=;,た寿がいいかもEil.:,:.れ敷津五二,

轟 塵 ._∴ 二 牲 5-Ti-:;-I-tF':'i'鋸 経 常 一十 か ltqJTrt:i.I..i:i:::;A-圭 .ti-(∴再挙華中 ;:-:_春草十､声臣学年が甘':I-:I.I::/{㍉∴里F';{･:J,:I-7:Ii=7::､丹荘軽率

窯 L ,:i:;'ri,/Lh量 酬 よ ｡,食 農 に L-::こニー貰 ~菅 融,i;<:t軒く庵せるよ嶺=_派.;i;Tr.i.:吉t:･からですOただ､一授業朝 こ発雷亀,_.dた草

生 も 岨 _(.:-7'碧は 栄 泰 脊 臆 ..:.'IH ミtt:,=･･,トを 送る.I.-I.TT-:::うIg'･.:i_.=貰､>:i;l'71-I:'いまれ.授業で貰.･･r---,,be;･:H.ここと と は劉ft_:;N':.に･}?:i.･を審Ii:.,y7･1-::,･.I.

る よ t:1;3,t誉 す 三が ∴ 二 度 草 間 に 嵐 真 義i.ll:-=.:.;Lti:=は否め嵩且も､J

こ 鉦 ま で -;-;I.I_,1:I::,.I;ii,it.:::;--I:-:-i-::gf･･･声{:fL<-Il.'きた十手㌫ :17.-･::十､言㌦:･;i.:･Iit:･:敢寓i:と い

う 授 業や噴門敢 寓 ::.:tf:;A-I:-,辛.I:LI億 精華 栄 二:-.F._:.+7',-十 二㌍㌦∴キ珊て一･t･:{

と頼 き韓 某 h:I:.注 常沖 肝強如 .雨 ＼荘中粛 正 照南 ::i:.I:..lil;で増㍉.翠

生たちは遺業 副 ごいr-_I:き言乱 ＼心 驚:3<一軍義 弟で.､逼三にメ･･･:--･!:I,,iiンぎ

甘ストや鴇 義轟r7;-･,!''･は書く;:-:.とが;i:';-;.:I:I:な蕃r.=:_-::_.I:I-:-:が轟菰;:,･;t･5'.I:.>･,)t毒‡か

が活性乱す量とい一票芸:圭 態借か._.

ディ呆査<Lf藻 藍 ･.･･,蚤授 業でL/i:二一鳥 :･:予と､ぎ:::i..磨 .51∵.言･し:-骨t:I:,ぎ

Ft..犠 gh'tTe尊く必要性 がなくな息 :.
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圭茸帯革 という注も虹 モ漬 菜茸且 ニ‥-IJ:r:i:汝､蜜聖 は誓きj;i_･:が且 も豆豆壇意::･.lE;a,.:;･Lですが､豊 も:云鳶 崇

が露わつた蟹も .二轄嵩くら工澄~~こ耳できま熟 :.::U::;,･塞きをしてL∴ます轟 皇LがコメントjJLi_:17.･･(:,,･近事至になt･-=:て

淳鷺 になってし二番:･3･:Jlt･･疫{::'士､ぶんこi':･r;::健 い黒く≧思し､tlます :7

ちな轟 こ､∴賞美整空漣 邑t,I:i.15:lIl･LL?･-購 ::[;:,::.)に証 言でも上る･L'/;.I:･憾 ､.茎 葉轟 了●塞:･I;=草生た毛IiLai:～:･.窺=･つて憲治が

できるように‥l_ノてい竜か もー::I:;すC.二･:::～-:I,:.蓬 害悪､2r:丑 年違 忘三溝 責.:iLは蛙･･圭 滝:･HSI;I.sJ;Y:::･='=三一:/i,t5,18.a,1年薩

恵豆琶葺 ∴ヱ豆5-悠;悠∴ モ;:j1-I:今年 :-il:三選 臣と:l3'上 宝ん遅く:･三二二･二二J･ti毒霊･･です lI喪:]･i,

三li.?:Sここi=:vip-it二.でま工::I_･･_ゴミ､､草生ボ章票:i.j-:～.学生T･::::ミ貰Ftfdj修 号と工;I.境な1;::::.I-7I,:i.､}先主 iI･:;:空軍する茂幸

がiliryニ′誌立 一草 生:Ii-':･ニー:=王::i=iC･/･':･,fTiき葦:!iI/雷ナごく藩 主こい､-5･二十亘敷:..･;i:ミ少二:I:I:i::'/一分 ､::;'lこきな互●i:豪を草克て

いるよ･;:I,-ニ恵与｡王達'-=ti-I::毒 にまご轟 き薫ナ喜 窒卜-霊三主宰宮E型fj賢さ;-;:㌃てLL､J宅正豆∴t.告･Lyここ∴量学:ill:iに

蓮華;iL.･長子意 匠で営試:=･_-:-Iさ;:･'/I:7/･三･iT:二十 ､､.､ごモモでしょ･-::･.-I:':.:Ill:..立量●膏 ;::㌔.先達が恵王 T:._-;薫龍をもと

に草主たち工薫きぶ :･t:優 _7,:i::辛 モよいミ;_::..i;::I-1i..IllrI-;i.量と患い一ます言 三生甘 :,::二三二J5恵烹 蚤で東軍された･･Jll:-.

か ば､宣二て量民 になじニたところですC

三五Gl1-I:.ll:r-:,;II;:で酢 こ亮窪 し::'i:LLI=Jf･i-i;:;5:i::Ii:_/:,芸三言ようこごJ'::∴嘉子｡妻 戸L;:轟 茎葉で(;I:.･:･:義.ILsJ:ませ..:,･-;J;･:I-jt･も∴士とえ

Eご言衰運 i;･-ltf'ii_至近 ∴二華!･I.･ニーよ三貴曇求テ--j-1モ:/芋さ てき:王 二きき=J'iJ:_i:･:::'.:'‡告 烹:i:,:･.LL:lu I:;-=3,貰まをすること

菅 できませ二二.I:u==だJ-:i.:il竜;-I--番 王寺 ごこ了三幸重たも.こ鳶 窯を誉'U/ll--:;I!://ミミす･11･㌻-:=S言むt:i:ミ垂唇と藻 確

に患こ,_-:-=こと享､そ九で:十㌦∴エ:;･･tl/J./:;I:どよ患-I+:,>=とき意 志貰竜王Gf;:-1Jるようご J'=-:Ll;.lLよすO

藍と言≒鳥･::::賞式量Il.jll-I:::.七 メニダ･工J;;-=3こ,lJ/T'Li.J怠薄雪上席怠 L,̂l鉦 孟､､堤高 華美義軍I3'iなかでL---･JLでも多く

:'Il:諒草:主三が責苦 してくれ息:-･･,I.li:{)_がし､.こい主義-:/'-=上意1-1･i:'､毛 です｡

:_･f,;E1-I:に､栄 泰にまも七てこ=･ミニ:睦と七､､賢葦 と三＼七二二三こ工 普霊雪上 言誓モミとお-=i･･｣やってし､J-まJLJi..:-=;が .V私だっ

たら多分 害っていると苦う.･;'Jで子蒜 ｡:烹L..=l=先主二.･t･::i;箪わな言責二七 ､学童･L7::J..嶺痛＼ら童で三二るG:･)を持って

い登･{17?;";t･LT･'tltt･言t-i_.とこ茸言霊メLL二･:i_-,.,･"Ji-::yt冒r,:::,トで軍て/ごi:/こ量･･:;ニ:.-:･i..㌔｡.達意;i:Irjl;立 実告,,:工と=･:il.学童l;･il;∴量≡享:.;Jl,'睦が当て

こなくて､轟分として:l';i･it重望:･･'''J:'=:と董了ゴて∴ ミよう走去がまっT:,･-=ときで:二王 それ は這え:'-i:し悠)か,::

学生::-iIもば最港 鮮 =:i;.+//i:--㍗ -÷誓書 1∵てまとこi:IlJ亀.んですよね C.キ ヨ∈:;;二二億三岩窯を葺si7.･･.てTl:;;,I:ij身もニケ:Li=;

:JL･RIB;I-ご漆≡ して..薫塗 告=さt.≧f:Il:点 j':̀∵王と這う∴ノですよ｡そ:':･jL,エ L高車Jて霊宝害･tl.ぬ.竜こ.嘉 =教 師 忘:_;-S-:i

:狩るべきru:/:JLi.:/Ii二覧 忘 毒こ､て-1'J/ぜ L3i･:-'J-;I,tl常､)葦.._土ti･:-i=i:主 意 そ.:.:;野 芯 じ二も:ミン二-萱.:i::･:;.:いと'L:Jl:-:.ことにで･?,}T:どう

長寿 え恵:a;;;.で-i,凄･/I:i･U=:さ＼t･C
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コメントをして質を高めることを私は意図的にやっていませんし｡これがいい這となんだとも言って

はいません.私はなるべく彼らと同じ聞き手､同じ参加者として教室に立つように心掛け貰いま

す｡質を高めてやろうと私が思ったら､たしかに質は良くなるかもしれないけれども､もう少し待っ

ていたら彼らの中から出てきたであろうはずのものを失うことにもなりますよね｡この授業は学生

たちが自ら学ぶ姿勢やその考え方､学習スキルを身につける授業です｡専門のように､レポ-ド

の質を高めることが第-義ではないと考えているのです.もっとも､もう少しコメントLてもいいかな

とは思っていますが-I.

もし溝上先生が自分のところの学生の卒業研究の指導としてやるんだったら[ -

それだったらもうバシバシ指導します｡

それと対比して言いたいのは､｢この授業だから｣言わないわけですよね.

そうですね｡

私もそのようながレン守を抱える授業があE,･)ます o:プア伊3苧FI･.--･9-I--Tと資料の中に轟i:95割｡,たけど､

こういう授業での授業者の役割は芝居でいうプロンブタ-みたいなもので､プ田.:GjCプトはずるけど

ダイ♭夕日まじなしもというもめだと思むもまず.たとえばディ呆カッをヨSPLQで亀s篭るとき､ある学生がF私

は這う思うんだけども｣と言う｡そのとき､授業者はあ≪ま習oneof郎･lemで聞宅感要が轟ります.授

業者碍意見といってもやはり教師ですのど菅､武生経験も違う』､基本的に聴らがまだそ碍認識の

ijベルに達し貰いなければ脅威だろう』､よからの指導臆』かならな邑タヽ｡だから､わざわざ貰わな

いようにしているのだと思います｡

ダイ♭タ巨しな宅でも亀湖 も碍ですが､晴か舷になるような質問､探求を促す鞄に宥潤だと恩赦凄い患

点を質問する起しもう芸とは､あーっ竃いいの苛はないでしょうかO
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たじかに､評価的なヨメ;?iiT巨ではなL/Lbが､質を高める=jメS,Jl旨-･憶欲しいと思ってEJliる学生が､串闇孟
むもるでしょうねO

撃墜によT}竃は､そうむくもうふうに貰って篭れることを求冶L'-;=し＼毒と思います03･:･L=とえば最初.･uef73･段塔

漕くゝ河か課題を農つけでせれを発表するわけですがくらどういうふうに濁し二を立篭;てい払渡㌔毎からな

ら-1とか､ど翫 vu雪+I,S.t､.雪に童等的に考克てi,/qlrbh痩せさからないといったことがあると思,t,＼ます｡そ3･;?,･31よう

な学生がいた場密には､樗らか澄形で芳酔雲けヒ1.::と貰克ば貰いすぎか;-:>jじれませんが､鰐か巴

‡yA卜を尊兎るような≡とがあっU冒･b㌔いdj_=思む増 す｡学生はは誓膚ij貰わなrb㌔でしょうがt.,心希蜜.･=か

で求め等』もる鈴でほならヽで』ようか｡

私は､転籍鈴音葉習問』も奮立等量ことと､総軍転生がおっしゃった学生ekpIJt.学び探求61T3,賢を高める

こととはおぼ苦寒泉でt.L･<:lますが､それは-I--こ】緒に'Lでお寺免官すか?

櫨kjもC鞄が貰∈9㌔たか慧た創 意､故農曽∋学生に対す･･,Lb･･鞄きかけ--一遇LSI:;,ことです｡

発表会8.I:llとき鈴ヨメン障酎孟なく､問いが立たないも牌をやったらい:齢 .7,'TJu,;,?.11か ら な g9㌔と い 慧 た 韓 業 を

進めるよでriRd･L'慧京づ蜜に瀧定し-'T:)貰えば､私はそ紬 こ応えられ尊 号 な 草 堂 に 声 を か け で J u東 宝 轟

か､あ鎗学生?遮 音っ貰問題を間』ヽ冨̀単量ようお顔gbLthlする ごこと が 邑i_?ば し ぼ 島 屋 ま ず O私 が そ i::ga場

習｢這う畢ったらnL/V･L,,･btよ』と助言をLでも』鴇篭釣ですが､ 骨 鋸 ま 尭 5'三 も 述 9-ミた よ う に ､ で き る だ け 避 け

竃Py等ます｡しかし､8-蕊---長碍学生鎗進捗状況は 確 当 遇 憩 に な っ て 晃 て EJttま ず 葛 篭 ､薄 -菅 も 』鴨 ､も

とか､鰐を畢っ習ヒ㌔愚か寿3億㌔ちなむ眩むもうa:_Jと童三 は 三あ 蛋 転3な っ て い な い と 恩 齢 ま す G

栄泰会蒔&-:き鎗ヨガ沙卜に慕EbEますが､ 学 生 が 書畠 論 じ た 叢 塗 :'二 言 竃 で 亀,戊,'ゝEJ}1..iEJ/,で す よ o

とすれば了軌･5㌔｢まとめ消した1.A.＼なま場 に な る fj･;で き孟 な ;It/,lJで 手 か 苧

賢い壷立ててそれ妾追求していく3号･Li;I,'jL琵 い 違 追 哀 し,て し了ぺ:.と き tJJ7St･==_I::3デ に な る よ う な 部 分 漕 thJ卦 愚 等

度尊F-=胃ではな,(:て竜融か5ii:A志すよね ｡それを草 堂 が ./1-3･;E'= ア に じ＼毒 草 壷 も 専 占か -G二 貰 い 起 しタ克 な ら.ヾ1､

号獣 lヾleJ.iT-;･きに教師が議論に館ふすることざま事揺り戯買 な 乾 で は な :r'tttで し ょ う か ｡
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専閃鞄授業だ慧たら遠慮なギ貰-I_3r-雷吊ると思う帯で骨が､なか態かできま-･FESr堅.SPITL:?缶･,･･‥一･･{)専門な:?I.もあ
る程度のデ鵡プ,L#脆鳩首来賓爵乳首邑タ㌔志す卓･:'jry-ef.,､議論の是非軸:;wh'ttiTttri:fB解す川{/'5..･.空き量C･5･三思うの-管す
が｡

ディをプ脹･Jに博なeJ'-I-Glも､こ紬孟学びtの探索骨軒よねP.F探求臆 んですよね｡轟軒酌ニーr･-::=苛を立･JaEI-J
I-{骨のテE一-;L一守をし痛＼に探索giJf∈ErL/ゝ宅油ヽ､と賢才噌≡漣を学ぶ授業なお菅ずよねL,私たちく敦巌側:;.ぬ､ら
嵐等､≡這619と･≡愚は追或ih..,謀ご摘出ぎ確:__:.DLt∋とR/tt･持漕う､起呈才噂軌よあi:iA憶･軒よね等,

(学生の発表(問い碍追求)が官も篭か薗酬蕊)わ鈍わ東が思うcG;:_悪習あ-3て'､彼らに貰t:I:_:,h苦しタまう51==T:,
i::_:はでき魁/yiように恩賢二,t･t蕎す,･L.普通騎授業なら､鴨うち基で<;I.TJと内容を韓癖も毎夏品をニ･･i涙紅ILt,･r;<j･J漣か
貰見ますけど､三部､iう授業で怯教師が何軒措･::解qIJ;iL::/:1:iようなこI.::-i:.:_:軒等'二:;-.A?:I:;..__.凄票iJli:::;_Jar-:i.:鳥ミ･:いに音二戸十
まうような囚昏担O

藍解rJ翻意な蛋ニーモ二重解を貰-TT),G〔一審fi_Bもt;I,:.,iI--'F:.f･はなく詫1-･･i:(つ

:(-:-_.:.翰授業は､学童釣学び操凍瀞鷺娘発展釦､､ミt･うだけ';--.tl:5億
ならヽ婁素があると恩S./tiますct''･-=iS･京卓･:i学生にCi._-/I.3/--LE.二'憶､轟量
学び探求課題を発表ずるだ看ず習富ま事済まず亀そ観を扱萄
E;:7掴倉掛II1_30;=-5ヰドみたEl:.,qiな高齢■套IJで表現されなけ軸;i-,Tip-':な轟,:';.:-,
i_311..Jそれ犠∴ヲFl=3ラダからcLS,a?･意晃や常闇蕪莞す惑単産にも葺
嵐竜三凌習.,河かおもL..,ろい這とくさ無め亭貼BLt･たこ二f:I_::を貰おう㌔:-:
みんな必死ざ-'i:'3I'1.脅え竃も/モ患｡その意味からすると私はト学祭
た亀が調草よく単一∋竃.蓋張是二か寅環が-~曽きればこ碍軽業
はd･<.;,J罠,.5-恕Jiulだ.t,-聖､サ鉦なめだft5Liニ1〉･<..i･f'工か~ご覧テ恩享有.:いる縛か
も』艶ませ&｡

(松r華先生に封 転貰)寮未だからrニラ･<C--SVI.三船のか ､常を求めて･壷.,;:5,･:-7-I-歩拙 一蒋 鋸 蕊､誰 に対 i.式 ､でもて-I:n

莞;;I.1むものなのか｡(個太に応 邑二℃では転宅)L--IL;-I-鱒 ,iII:I,碍購 業で構三二二寮r'T-lS,;草翠す､愚批 <いう..;-h::_..LfS=:tT;::.ft･,I::噂 こ
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む豊か o

もちろん .､それ は蔓性LiL_.,顔,'l::,られるだけ澄童真が学生にあるかどうかE-I.よるOだ摩ど､京未だからと

いうことはない｡人は三豊竜かもし丸な描 L--;･.;;iど,,種芋にそれを葺け止めるだけのも,5311があると思った

らす組 敷 町 ･O

学生;i･'l=Nも鶴言責を間L.,buでti･ヽ愚と､無蓋た竜憶答えをもっでk･篭るよ剖二審恵等むもる節があって､そ紬 恵

まず摘 まとよく思 います｡それ は､授 業Gl'31受け語 に如実に垂れでむもる習はな齢で』ようか｡｢教えて

くれ 襲jF薫 叢が不満だ 望....瞳 でoもちろん ､授 業は改善し貰踊Lかなけ紬 まならな踊せれども､学生

たちが 監ら問いを立てたE･,I,ei遺問を感 じた璽』で探求すると,LA<}5うことが蜜る習ない｡そ剖♂た学生たち

が満足するような静で大学 BLlSt譲 葉が鼓尊さ鯨 てい藍鉛だと車軸 雷｡}こ紬 ま危機的だとよく思し増

すOヨら考 え嵐 さ霞ら学問を襟栄ずるおを身に慧呼させたnl,/)も､這碍授 業は膏の-点だEサを念仏騎

ように唱えでやっていますC

脅 E-;禦議論をふ :LdSかえ<Idが;:､もう少し草堂たちにコメ.yj蕪L.てもじもL,鳩㌔なあと思うようになりましたO

たとえば､靖 夫か はとでもよ≪できる学生がいます｡そ獣 ㌔た学生には､もて5-段階よではならも鈴で

すが ､§乱 臣へ の喋闇を替って挙ることが盛宴か竜じれませんoそして､骨6･3隙間はなかなか学生

隈皇It:E･･.･･3得論だけで態作られないもfB･'3Lです｡いAJL./篭るご意見を有難うござe:JttLlま転ノた｡

それでは､そるそる時間です,wFL･･''3･で､終わ iiCgたi.渡 思しヽますC.轟 Eヨは､どうも有難うござi･.V.ましたo
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